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公募の概要Ⅰ

１ 研究成果公開促進費の目的・性格

科学研究費補助金（研究成果公開促進費）は、研究成果の公開発表、重要な学術研究の成果の刊行及
びデータベースの作成について助成することによって、我が国の学術の振興と普及に資するとともに、
学術の国際交流に寄与することを目的とするものであり、優れた研究成果の公的流通の促進を図るもの
です。

研究成果公開促進費のうち 「研究成果公開発表」は、①大学等の研究者グループによる最新の独創、
的・先駆的な研究成果の社会各方面への公開発表、②学会や民間学術研究機関等が当該学問分野の最新
の研究動向等を普及するために広く青少年や社会人を対象として開催する次世代の研究者養成にも資す
るシンポジウム・学術講演会等、並びに③諸外国のトップレベルの研究者の参加を得て、学術に関する
研究発表及び討論等を行うために国内で開催される国際会議等に必要な経費を助成するものです。

２ 種目

研究成果公開促進費には、次の種目があります。

役 割 分 担
種 目 目 的 ・ 内 容

応募・審査・交付

研究成果公開促進費

研究成果公開発表 研究者グループ等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や 文 部 科 学 省

国際発信の助成

学術定期刊行物 学会又は、複数の学会の協力体制による団体等が、学術の国際交流に 独立行政法人

資するため定期的に刊行する学術誌の助成 日本学術振興会

学術図書 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行 独立行政法人

する学術図書の助成 日本学術振興会

データベース 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目 独立行政法人

的するものの助成 日本学術振興会

３ 研究成果公開促進費に関するルール

(1) この補助金は 「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号 「科学、 ）」、
研究費補助金取扱規程（昭和40年文部省告示第110号 」等の適用を受けるものです。）

(2) 研究成果公開促進費には次の３つのルールがあります。
①応募ルール：応募・申請に関するルール
②評価ルール：事前評価（審査）に関するルール
③使用ルール：交付された補助金の使用に関するルール

(3) これらのルールは、今回、文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会が公募する研究成果公開促
進費に関し、次のように適用されます。

種 目 応募ルール 評価ルール 使用ルール

研究成果公開発表 文部科学省が作成する公募要領 科学研究費補助金における評価に 補助条件

関する規程

学術定期刊行物 独立行政法人日本学術振興会が 独立行政法人日本学術振興会科学 補助条件

学術図書 作成する公募要領 研究費委員会で決定される「審査

データベース 方針」等
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公募の内容Ⅱ

１ 研究成果公開発表（Ａ）

（１）研究成果公開発表のうちシンポジウムを開催するもの

①対象
科学研究費補助金（特別推進研究、特定領域研究、基盤研究等）による相当の規模の研究で一般国

民の関心が高いと思われるもの、または、民間等との共同研究、受託研究等による相当の規模の研究
に関する成果を、分かりやすく発表しようとするもの。
なお、原則として、成果公開の前年度までに研究期間が終了し、成果の取りまとめの目途が立って

いること。

②応募資格
応募しようとする者は、応募時点において、次の２つの要件を満たしていなければなりません。

① 指定された研究機関（注）に、当該研究機関の研究活動を行うことを職務に含む者として、
所属する者であること（有給・無給、常勤・非常勤、フルタイム・パートタイムの別を問わな
い。また、研究活動以外のものを主たる職務とする者も含む ）。

② 当該研究機関の研究活動に実際に従事していること（研究の補助は除く ）。

注．科学研究費補助金取扱規程（文部科学省告示）第２条に規定される研究機関
１） 大学及び大学共同利用機関
２） 文部科学省の施設等機関のうち学術研究を行うもの
３） 高等専門学校
４） 文部科学大臣が指定する機関

〔不正な使用等に伴う応募資格の停止〕
科研費に関する不正な使用を行い、補助金の全部又は一部を返還した研究者等については、以下のとおり、一定期間、

補助金を交付しないこととしています。下記（１）～（３）に該当する研究者については、氏名、研究者番号、交付停止
期間を公表することがあります。また、科研費以外の文部科学省の予算に係る研究費で不正な使用等を行い、一定期間当
当該研究費の交付対象から除外される研究者についても、下記（１）の取扱となります。

（１）不正な使用等を行った研究者（共謀した者を含む ）。
・他の用途への使用を行っていなかった場合には、補助金を返還した年度の翌年度及び翌々年度
・他の用途への使用を行っていた場合には、補助金を返還した年度の翌年度から程度に応じて２～５年

（２）不正な使用等を行った研究者と共同して研究を行っていた研究代表者及び研究分担者（平成16年度の補助金から適
用）
不正な使用等を行った研究者が、他の用途への使用を行っていたか否かにかかわらず、補助金を返還した年度の

翌１年度（新規の研究課題のみ対象）

（３）不正に科研費を受給した研究者（共謀した者を含む ）。
・補助金を返還した年度の翌年度から５年間

③実施期間
１年～２年

(ｱ)１年計画の場合・・・１年目にシンポジウムの開催

シンポジウムの 平成１８年７月～平成１９年３月
開催時期

開催期日 ２日間
(ｲ)２年計画の場合・・・１年目にシンポジウムの準備、２年目にその開催

シンポジウムの 平成１９年４月～平成２０年３月
開催時期

開催期日 ２日間
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④対象となる経費

区 分 経 費
シンポジウム準備の ・会場借料 事業を準備するために必要な会場借料
ための経費 ・消耗品費 消耗品を購入するための経費

・旅費 代表者、分担者及び講演者の出張のための経費
・謝金 事業開催への協力をする者のための経費
・その他 上記のほか事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費

（食事（アルコール類を除く）費用等 、通信費（切手、）
電話等 、運搬費、資料作成に係る費用））

シンポジウム開催の ・会場借料 事業を開催する会場の借料（開催当日会場で使用するマ
ための経費 イク、スクリーン等の機器借料のための経費を含む ）。

・消耗品費 消耗品を購入するための経費
・旅費 代表者、分担者及び講演者の出張のための経費
・謝金 事業開催への協力をする者のための経費
・その他 上記のほか事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費

（食事（アルコール類を除く）費用等 、通信費（切手、）
電話等 、運搬費、資料作成に係る費用））

⑤審査希望分野
審査を希望する分野について、以下の６つから必ず１つを選択してください。
「人文学」 「社会科学」 「数物系科学、化学」 「工学」 「生物学、農学」 「医歯薬学」

⑥応募方法
(ｱ)提出書類（前年度に内約を受けた継続事業についても応募書類の提出が必要）

応募書類 提出部数
研究成果公開発表 Ａ 計画調書 様式１ ２５部（正本１部・副本２４部）※（ ） （ ）

※正本は記名押印又は署名したもの、副本は正本の写しでよいが、いずれも両面印刷し、
様式どおりに作成してください （所定の様式の改変は認められません ）。 。

副本のうち１部は糊付けせず、クリップ止めして提出してください。なお、

(ｲ)応募書類を持参する場合
次の提出期間内に所定の受付場所に提出してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）（提出期間）
（午前９時３０分から正午まで及び午後１時から午後４時３０分まで)

（提 出 先）東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
独立行政法人日本学術振興会一番町第２事務室１階会議室（住友一番町ＦＳビル内）

（予定）
（１０頁「応募書類受付会場案内図」参照）

(ｳ)応募書類を送付する場合
応募書類を送付する場合は、配達が証明できる方法（配達記録、小包、簡易書留、宅配便等）によ
り、余裕を持って発送してください。また、封筒等の表に朱書きで「平成１８年度研究成果公開発
表（Ａ）計画調書在中」と記入してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）必着（提出期間）
（１１月１６日（水）までに発送したことが証明でき、１１月１８日（金）までに到着し
たものまで受理）

（送 付 先）〒102-8472 東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
「「 」独立行政法人日本学術振興会 研究事業部 研究助成課 気付 研究成果公開発表

応募書類受付担当」

⑦採択された事業課題の公開
採択された事業課題は、報道発表資料等によりシンポジウム名、代表者氏名、交付予定額等を公開し

ます。

⑧審査の方法・着目点等
「評価ルール （ 科学研究費補助金における評価に関する規程 （平成１４年１１月１２日科学技術」「 」

・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会決定 ）を参照してください。）
「評価ルール」は、文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/
main5_a5.htm)でご覧いただけます。

⑨関係法令等に違反した場合の取扱
、 、 、応募書類に記載した内容が虚偽であったり 関係法令・指針等に違反し 計画を実施した場合には

補助金の交付を取り消すことがあります。
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（２） 研究成果公開発表のうち講演収録集を発刊するもの

①対象
研究成果公開発表（Ａ）に採択された公開シンポジウムの講演収録集を発刊し普及啓発しようとする

もの。

②応募資格
科学研究費補助金（研究成果公開促進費 「研究成果公開発表（Ａ 」で採択され、平成１７年度中に） ）

シンポジウムを開催する研究者グループ代表者（別表１）

③応募金額 ３００万円以内

④実施期間
講演収録集発行期間 平成１８年４月１日から平成１９年２月２８日

⑤対象となる経費（シンポジウム開催の翌年度に応募可能な経費）

区 分 経 費
シンポジウム講演収 ・謝金 テープ起こしのための経費
録集の発刊のための ・出版費 講演収録集発刊に係る経費（組版代、製版代、刷版代、
経費 印刷代、用紙代、製本代）

⑥審査希望分野
審査を希望する分野について、以下の６つから必ず１つを選択してください。
「人文学」 「社会科学」 「数物系科学、化学」 「工学」 「生物学、農学」 「医歯薬学」

⑦応募方法
(ｱ)提出書類（平成１７年度にシンポジウムを開催し、平成１８年度講演収録集を発刊する継続事業の

場合のみ該当）

応募書類 提出部数
研究成果公開発表（Ａ）計画調書（講演 ２５部（正本１部・副本２４部）※
収録集 （様式２））

見 積 書 １部
※正本は記名押印又は署名したもの、副本は正本の写しでよいが、いずれも両面印刷し、様式どお
りに作成してください （所定の様式の改変は認められません）。

(ｲ)応募書類の提出期間・提出先（他の区分と提出期間・提出先が違いますので特に注意願います ）。
応募書類は、下記に提出してください。

平成１８年２月２７日（月）～３月２日（木）（提出期間）
（午前９時３０分から正午まで及び午後１時から午後４時３０分まで）

（提 出 先）〒100-8959 東京都千代田区丸の内２－５－１
文部科学省研究振興局学術研究助成課研究成果公開促進係

※ 応募書類を送付する場合は、配達が証明できる方法（配達記録、小包、簡易書留、宅急便等）
により、余裕をもって文部科学省あてに発送してください。また、封筒等の表に朱書きで「平
成１８年度研究成果公開発表（Ａ （講演収録集）計画調書在中」と記入してください。）

平成１８年２月２７日（月）～３月２日（木）必着（提出期間）
（３月１日（水）までに発送したことが証明でき、３月３日（金）までに到着したもの
まで受理）

⑧採択された事業課題の公開
採択された事業課題は、報道発表資料等により、収録集名、代表者氏名、交付予定額等を公開しま

す。

⑨審査の方法・着目点等
「評価ルール （ 科学研究費補助金における評価に関する規程 （平成１４年１１月１２日科学技術」「 」

・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会決定 ）を参照してください。）
「評価ルール」は、文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/
main5_a5.htm)でご覧いただけます。

⑩関係法令等に違反した場合の取扱
、 、 、応募書類に記載した内容が虚偽であったり 関係法令・指針等に違反し 計画を実施した場合には

補助金の交付を取り消すことがあります。

⑪その他の留意事項
本補助金による刊行とその重版は、無印税とし著者・著作権者・編者に一切の利益が生じないよう

にする。刊行に当たっては、出版社（発行所）と応募者との間で本補助金の制度について合意を得た
上で、応募書類を作成してください。
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（別表１）

科学研究費補助金（研究成果公開促進費 「研究成果公開発表（Ａ）で採択され、平成１７年度中に）
シンポジウムを開催する研究者グループ代表者一覧

課題番号 研究者グループ 所属機関 シンポジウム名

代表者氏名

1740001 長田 謙一 千葉大学 戦争と表象／美術 ２０世紀以後

1741002 吉村 作治 早稲田大学 エジプトを護る － 保存の世紀を迎えて：文化遺産保存の実践と今後 －

1741005 西川 潤 早稲田大学 中国西部開発と持続可能な発展

1741006 安藤 由美 琉球大学 沖縄におけるディアスポラ － ホスト社会との関係性を めぐって －

1742001 高野 幹夫 京都大学 化学：元素が彩る暮らしと未来

1743001 小原 雄治 国立遺伝学研究所 ゲノムは何をどのように決めているのか？ － 生命システムの理解へ向

けて －

1743002 立田 穣 財団法人電力中央研究所 「マングローブ生態系と地球温暖化ガス － 温暖化対策としての沿岸生

態系修復の有効性と課題 － 」

1743003 高橋 淑子 奈良先端科学技術大学院大学 分節研究から発生現象の普遍原理へ

1743004 大西 武雄 奈良県立医科大学 放射線・温熱によるがん治療の効果促進をめざし

－ 分子機構から臨床へ －
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２ 研究成果公開発表（Ｂ）

(1)対象
学会や民間学術研究機関等が主催するシンポジウム・学術講演会等で、青少年（小・中・高校生を

含む）や一般社会人の関心が高いと思われる分野の研究動向・研究内容を、分かりやすく普及啓発し
ようとするもの。

なお、主催団体の会員のみを対象とするものは対象となりません。

(2)応募資格
①学会（日本学術会議の広報協力学術団体に限る。以下同じ）の代表者。学会の支部等が実施する場合
であっても、学会の代表者が応募してください。

②地方公共団体の設置する研究所その他の機関又は民法(明治２９年法律第８９号)第３４条の規定によ
り設立された法人のうち、学術研究を行うものとして別に定めるところにより文部科学大臣が指定す
るものの代表者。

１５０万円以内(3)応募金額

(4)実施期間
①開 催 日：平成１８年７月１日～平成１９年３月３１日
②開催期間：原則として１日

(5)実施主体
①学会又は学会の支部等。
②地方公共団体の設置する研究所その他の機関又は民法(明治２９年法律第８９号)第３４条の規定によ
り設立された法人のうち、学術研究を行うものとして別に定めるところにより文部科学大臣が指定す
るもの。

(6)対象となる経費

区 分 経 費

シンポジウム等 会場借料 事業を開催する会場の借料（開催当日会場で使用するマイク、ス
開催のための経 クリーン等の機器借料のための経費を含む ）。
費 消耗品費 消耗品を購入するための経費

謝 金 事業開催への協力をする者のための経費
その他 上記のほか当該事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費（食

事（アルコール類を除く）費用等、通信費（切手、電話等 、運搬）
費、資料作成に係る費用）

(7)審査希望分野
審査を希望する分野について、以下の６つから必ず１つを選択してください。
「人文学」 「社会科学」 「数物系科学、化学」 「工学」 「生物学、農学」 「医歯薬学」

(8)応募方法
①提出書類（同一内容でシンポジウム等を２ヶ所以上で開催する場合は、それぞれ応募書類の提出が必

要）

応募書類 提出部数
研究成果公開発表（Ｂ）計画調書（様式３） ２５部（正本１部・副本２４部）※
※正本は記名押印又は署名したもの、副本は正本の写しでよいが、いずれも両面印刷し、

様式どおりに作成してください （所定の様式の改変は認められません ）。 。
副本のうち１部は糊付けせず、クリップ止めして提出してください。なお、

②応募書類を持参する場合
次の提出期間内に所定の受付場所に提出してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）（提出期間）
（午前９時３０分から正午まで及び午後１時から午後４時３０分まで)

（提 出 先）東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
独立行政法人日本学術振興会一番町第２事務室１階会議室（住友一番町ＦＳビル内）

（予定）
（１０頁「応募書類受付会場案内図」参照）
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③応募書類を送付する場合
、 （ 、 、 、 ） 、応募書類を送付する場合は 配達が証明できる方法 配達記録 小包 簡易書留 宅配便等 により

。 、 「 （ ）余裕を持って発送してください また 封筒等の表に朱書きで 平成１８年度研究成果公開発表 Ｂ
計画調書在中」と記入してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）必着（提出期間）
（１１月１６日（水）までに発送したことが証明でき、１１月１８日（金）までに到着し
たものまで受理）

（送 付 先）〒102-8472 東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
独立行政法人日本学術振興会 研究事業部 研究助成課 気付 「 研究成果公開発表」「
応募書類受付担当」

(9)採択された事業課題の公開
採択された事業課題は、報道発表資料等によりシンポジウム・学術講演会等名、主催団体名、代表

者役職・氏名、交付予定額等を公開します。

(10)審査の方法・着目点等
「評価ルール （ 科学研究費補助金における評価に関する規程 （平成１４年１１月１２日科学技術」「 」

・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会決定 ）を参照してください。）
「評価ルール」は、文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/
main5_a5.htm)でご覧いただけます。

(11)関係法令等に違反した場合の取扱
、 、 、応募書類に記載した内容が虚偽であったり 関係法令・指針等に違反し 計画を実施した場合には

補助金の交付を取り消すことがあります。
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３ 研究成果公開発表（Ｃ）
(1)対象

我が国の学会が主催する国際シンポジウム・国際会議等で、主催にかかる運営体制が確保されている
もの。また、共催で開催する場合には応募学会が主体となって開催するものを対象とする。

なお、日本学術会議の「共同主催国際会議」に採択されているものは対象となりません。

(2)応募資格
学会（日本学術会議の広報協力学術団体に限る。以下同じ）の代表者。学会の支部等が実施する場合

であっても、学会の代表者が応募してください。

(3)実施期間
１年～２年

(1)１年計画の場合・・・国際シンポジウム等の準備及び開催を同一年度内に実施
(2)２年計画の場合・・・１年目に国際シンポジウム等の準備、２年目にその開催を実施

区 分 実施期間
平成１８年度が１年計画又 平成１８年７月１日～平成１９年３月３１日
は２年計画の１年目の場合
平成１８年度が２年計画の 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日
２年目の場合

(4)実施主体
学会又は学会の支部等。

(5)対象となる経費

区 分 経 費
１年計画の場合 会場借料 事業を準備するために必要な会場借料及び事業を開催する会
（シンポジウム 場の借料（開催当日会場で使用するマイク、スクリーン等の
準備及び開催 機器借料のための経費を含む ）。
のための経費） 消耗品費 消耗品を購入するための経費

旅 費 特別講演等のため来日する外国人研究者の招へい旅費（交通
費、滞在費）

謝 金 事業準備及び開催への協力をする者のための経費
その他 上記のほか当該事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費

（食事（アルコール類を除く）費用等、通信費（切手、電話
等 、運搬費、資料作成に係る費用））

２年計画の場合 会場借料 事業を準備するために必要な会場の借料
１年目 消耗品費 消耗品を購入するための経費

（シンポジウム 謝 金 事業準備への協力をする者のための経費
準備のための その他 上記のほか当該事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費
経費） （食事（アルコール類を除く）費用等、通信費（切手、電話

等 、運搬費、資料作成に係る費用））

（ 、２年目 会場借料 事業を開催する会場の借料 開催当日会場で使用するマイク
（シンポジウム スクリーン等の機器借料のための経費を含む ）。

開催のための 消耗品費 消耗品を購入するための経費
経費） 旅 費 特別講演等のため来日する外国人研究者の招へい旅費（交通

費、滞在費）
謝 金 事業開催への協力をする者のためのの経費
その他 上記のほか当該事業の遂行に係る経費（事務委託費、会議費

（食事（アルコール類を除く）費用等、通信費（切手、電話
等 、運搬費、資料作成に係る費用））

(6)審査希望分野
審査を希望する分野について、以下の６つから必ず１つを選択してください。
「人文学」 「社会科学」 「数物系科学、化学」 「工学」 「生物学、農学」 「医歯薬学」

(7)応募方法
①提出書類（前年度に内約を受けた継続事業についても、応募書類の提出が必要）

応募書類 提出部数
研究成果公開発表（Ｃ）計画調書（様式４） ２５部（正本１部・副本２４部）※
※正本は記名押印又は署名したもの、副本は正本の写しでよいが、いずれも両面印刷し、
様式どおりに作成してください （所定の様式の改変は認められません ）。 。

副本のうち１部は糊付けせず、クリップ止めして提出してください。なお、
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②応募書類を持参する場合
次の提出期間内に所定の受付場所に提出してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）（提出期間）
（午前９時３０分から正午まで及び午後１時から午後４時３０分まで)

（提 出 先）東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
（ ）独立行政法人日本学術振興会一番町第２事務室１階会議室 住友一番町ＦＳビル内

（予定）
（１０頁「応募書類受付会場案内図」参照）

③応募書類を送付する場合
、 （ 、 、 、 ） 、応募書類を送付する場合は 配達が証明できる方法 配達記録 小包 簡易書留 宅配便等 により

。 、 「 （ ）余裕を持って発送してください また 封筒等の表に朱書きで 平成１８年度研究成果公開発表 Ｃ
計画調書在中」と記入してください。

平成１７年１１月１４日（月）～１１月１７日（木）必着（提出期間）
（１１月１６日（水）までに発送したことが証明でき、１１月１８日（金）までに到着し
たものまで受理）

（送 付 先）〒102-8472 東京都千代田区一番町８番地（住友一番町ＦＳビル）
独立行政法人日本学術振興会 研究事業部 研究助成課 気付 「 研究成果公開発表」「
応募書類受付担当」

(8)採択された事業課題の公開
採択された事業課題は、報道発表資料等により国際シンポジウム・国際会議等名、主催団体名、代

表者職名・氏名、交付予定額等を公開します。

(9)審査の方法・着目点等
「評価ルール （ 科学研究費補助金における評価に関する規程 （平成１４年１１月１２日科学技術」「 」

・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会決定 ）を参照してください。）
「評価ルール」は、文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/
main5_a5.htm)でご覧いただけます。

(10)関係法令等に違反した場合の取扱
、 、 、応募書類に記載した内容が虚偽であったり 関係法令・指針等に違反し 計画を実施した場合には

補助金の交付を取り消すことがあります。
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４ 応募書類受付会場案内図

（受付会場）
独立行政法人日本学術振興会一番町第２事務室 １階会議室
（住友一番町ＦＳビル内 （予定））

【 周辺拡大図 】

（文部科学省分問合先）

文部科学省研究振興局 学術研究助成課 研究成果公開促進係

ＴＥＬ ０３－５２５３－４１１１（内線 ４０９０）
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